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本 日 の 予 定         

日   時        2004年11月25日 第367例会 

開    会  （点 鐘） 

ソ  ン  グ        我 ら の 生 業 
お客様の紹介  親 睦 委 員 長 
 
      会    食           

会 長 の 時 間          会 長                

幹 事 報 告          幹 事           

出 席 報 告          出 席 委 員 長               

委 員 会 報 告           各 委 員 長                

Ｓ ・ Ａ ・ Ａ          会 場 監 督                  

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先 週 の 記 録                                          

第３６６例会 (本年度第１９例会) 

日   時       2004年１１月１８日 

司    会 Ｓ．Ａ．Ａ 

国 歌 斉 唱       君 が 代 

ソ  ン  グ       奉 仕 の 理 想 
お客様の紹介 親 睦 委 員 長  (敬称略) 

RI2640地区 ガバナー    中島 治一郎 
RI2640地区 ガバナー補佐 稗田 成 三    

出　席　報　告

会　員 出　席 欠　席 出席率

16名 14名 2名 87.5%

93.8%

93.8%

 前  回（ 11月11日）修正出席率

 前々 回（ 10月28日）修正出席率

（会 員 数）17 名 

（出席免除会員）和島 

（欠 席 会 員）麻野、山尾(利) 

（Ｍ・Ｕ） 

・11/14 災害義援金募集活動  
岡田、杉江、椿本、辻田 

・11/15 ガバナーノミニー選出についての 
ＩＭ第5組会長会議  椿本 雅宥 

・11/16 ＩＭ第5組世界社会奉仕委員長会議     
吉田 元彰、細木 博 

・11/16   藤井寺RC      山尾 利行 
各会員 

卓  話 

「 青少年問題について 」 

       羽曳野警察署 生活安全課

        少年係  廣 野 欣 也 

 

次週（12月2日）の 卓 話

「ロータリー・ファミリー 

委員会について」 

     ロータリー・ファミリー委員会

      委員長  細 木  博 

国 際 ロ ー タ リ ー 第 ２ ６ ４ ０ 地 区

藤 井 寺 し ゅ ら ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 週 報藤 井 寺 し ゅ ら ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 週 報
F u j i i d e r a  S h u r a  R o t a r y  C l u b ( w e e k l y ) 　

２００４～２００５　ロータリー年度

国際ロータリーのテーマ国際ロータリーのテーマ

ロータリーを祝おう

R.I.会長　グレンＥエステス　シニア

４つのテスト　言行はこれに照らしてから　１．真実かどうか　２．みんなに公平か　３．好意と友情を深めるか　４．みんなのためになるかどうか

毎 週 木 曜 日 １９ 時 ０ ０分

藤井寺商工会館2F会議室
藤井寺市岡１丁目２－１６
藤井寺市岡１丁目９－１５

ＴＥＬ（0 729 ）３７－１２８０
FAX（ 07 29 ） ３７－１２８６
shura-rc@kawachi.zaq.ne.jp

　　　　　

例 会 日 時
例 会 場
事 務 所

〒583-0027
　　　　　　　　

　
E-mail:
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幹 事
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 会 長 の 時 間  
椿 本  雅 宥 会 長 

本日はガバナー公式訪問です。ガバナーの

中嶋様ありがとうございます。先ほど、ガバ

ナーは井関市長を表敬訪問されまして、藤井

寺市のことや市に対してロータリークラブが

出来る協力のこと等について意見が交わされ

ました。  

先日は、豊岡の水害に対する募金活動を行

いました。当日は、杉江、岡田、辻本、各会

員、そして杉江会員のご子息にもご協力いた

だきました。ありがとうございました。 

ガバナーノミニーの選出が遅れています。

ＩＭ5組は、8組に比べて規模等で小さいク

ラブが多く、ガバナーとしての人材はあるが

ガバナーを支える余力のあるクラブがありま

せん。そこで、もしＩＭ5組からガバナーノ

ミニーが出た場合、5組内の各クラブ地区幹

事等で協力するべきだという意見が、この前

の南輪会の会長会議で出されました。その節

はご理解のほどよろしくお願いいたします。 
 

 

 

 

 

 

                                承  

 幹 事 報 告  
     岡田 一樹 幹 事 

１，11月14日（日）市役所前フリーマーケ

ット会場で水害のための義援金募金活動

ご協力ありがとうございました。 
２， 松原RCより、「創立40周年記念式典」

の様子が大阪日日新聞に掲載させまし

たのでご一読下さい。と、新聞が届いて

おります。         回  覧 
３， 藤井寺市心身障害児父母の会より、クリ

スマス会へのご招待が届いております。 
日時：12月18日（土）13：00～15：00
場所：藤井寺市民会館別館 中ホール 

４， 会長エレクト勉強会のご案内 
日時：11月23日(火・祝) 

12：00～13：00 昼 食 
   13：15～17：30 勉強会。 
場所：和歌山マリーナシティーロイヤル 

パインズホテル２F 
（当日の次期ガバナー補佐会議は中止、

会長エレクト研修会へ出席案内） 
５，例会変更のお知らせ 
  松原RC   

11月23日（火・祝） →  休 会 
12月28日（火） 

→ 12月18日（土） 
クリスマス家族会 

   1月4日（火）  
→ 1月7日（金)  

新年名刺交換会 
  松原中RC  

12月22日（水） 
→ クリスマス家族会 

12月29日（水）  →   休 会 
1月5日（水） 

→ 1月7日（金） 
新年名刺交換会 

 
 
 

 委 員 会 報 告  

ＩＭ第5組ＷＣＳ委員長会議 報 告 
吉田 元彰 委員長 

11月16日、藤井寺市商工会館にて開催さ

れたＩＭ第5組ＷＣＳ委員長会議は、当クラ

ブが昨年度から取り組んでおります“バング

ラデシュに安全な井戸を贈る”プロジェクト

に関しまして、本年度ＩＭ第5組ホストクラ

ブ藤井寺ＲＣのご協力の下、南輪会への呼び

かけで開催して頂き、細木会員と私が出席さ

せていただきました。 
井戸は、昨年度2基（1基15万円管理費3

万含む）を、ＮＧＯアジア協会アジア友の会

からバングラデシュ提携団体ＡＦＳダッカを

通じて寄贈致しました。 
会議は、当クラブで用意した資料（井戸完

成報告者・アジア協会のパンフレット・バン 
グラデシュの水事情の卓話内容）を基にすす 

ＩＭ第5組ＷＣＳ委員長会議 報 告
吉田 元彰 委員長
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められ、藤井寺ＲＣより各クラブ1人あたり 
¥2,000（＋ファンド￥2,000）の支援ではと 
の提言がありました。 
各クラブは、ホームクラブで検討するとの

由です。日程の都合もありますので、できる 
だけ早い時期(12月中)に検討して頂き、結論

を出して下されば幸甚です。 
当日の出席クラブは、羽曳野ＲＣ、松原Ｒ

Ｃ、松原中ＲＣ、太子ＲＣ、河内長野東ＲＣ、

大阪狭山ＲＣ、藤井寺ＲＣ、藤井寺しゅらＲ

Ｃでした。よろしくご検討お願い致します。 
 
 
 

親 睦 委 員 会 

細木 博 委員長 

 12月19日(日)に開催予定のクリスマス家族

会へのご家族の方の出欠について、ご確認の

上お知らせ下さい。 
 
 
 

義援金募集活動に参加して 

             辻田 健史 会 員 

11月14日(日)、藤井寺市役所前にて商工

課市主催のバザーが行われました。 

当クラブも、台風23号に伴う水害被災地

への義援金募集活動をいたしました。当日、

多くの方からたくさんの義援金をお預かりし

ました。早速、会員皆さんで集計し、被災地

のロータリークラブを通じて、届ける予定で

す。 

 

社 会 奉 仕 委 員 会 

           井関 功 委員長 

本日、例会前に14日に行ないました「台

風23号に伴う水害被災地への義援金募集活

動」で、市民の皆様からお預かりしました義

援金を集計致しましたところ、計￥47,041と

多額のご協力をいただきました。 

 当クラブと致しましては、端数を加えて

￥50,000を豊岡RCへ送金させていただく予

定です。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロータリー財団委員会 

山尾 利行 委員長 

11月の「ロータリー財団月間」もそろそろ

終わりです。前回ロータリー財団の年次プロ

グラムに対する寄付をお願いしたところ、数

名の会員の方よりご協力して頂きましたが、

本年度の地区の目標額1人あたり200ドルに

は達しそうにありませんので、来週まだご協

力頂いていない会員の皆様には是非100ドル

寄付をお願い致します。 
 

 

当 日 の 義 援 金 募 集 活 動 風 景 
椿本会長は声を張り上げて、市民の皆様に募金を

おねがいしました 
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卓  話  

「 ガバナーアドレス 」 

RI 2640地区ガバナー 中島 治一郎 

 

出来上がってから8年目だと思うのであり

ますが、先程会長・幹事さんと懇談会をしま

した。何か困ったこと・問題等あれば相談に

のせてもらいますといいますと、「なにもご

ざいません、我 1々7名で気の合ったものばか

りで仲良くやってます。」というように、非常

にいい状態だということしかおっしゃいませ

んでした。今委員会報告を聞きまして、一緒

にご飯を食べまして、会長の言っておられた

意味が分かりました。 
いい意味でも悪い意味でも、クラブの底打

ち感を感じておられるように映りました。こ

のことは、2640地区全体を通じまして同じ傾

向であります。すでに72クラブ回りまして、 
こちらが 73 クラブ目ですが、皆さん底打ち

感を感じておられます。今年はロータリー

100周年でございますが、意義ある100周年

に2640地区もなる予感が致します。 
私が所属いたします泉大津RCも、一時80

名くらいの会員数でしたが、今 51 名であり

ます。しかしながら、誰に聞きましてもいい

クラブだと申します。これからは会員も増え

るのではと、みんなが申すわけであります。

私も同感であります。今比較的若い方が委員

長に就かれて、活動に汗を流すことを厭わな

いといい、さらにいいクラブになってきたよ

うに思います。いい雰囲気の中で、これから

は会員が減らないように思います。 

先程、会長さんが触れられました田辺はま

ゆうRCでありますが、このクラブを紹介す

ることで、皆さんに会員数を増やすように奨

励しているわけではありません。ただ、活性

化という点では、活性化されたクラブになり

ました。これからおそらく地域のためにもが

んばられるように感じます。田辺市に3番目

に出来たクラブであります。人口も、藤井寺

市と同じようなものです。21名で今年度スタ

ートしました。昨年の5月くらいに今年度の

予算をたてたわけですが、赤字予算しかたた

ず、ニコニコも一般会計に当てないとならな

い状況でした、クラブ全員でどうするか協議

し、5 名増強すれば黒字予算になるというこ

とになりました。そこで 10 名を目標に、2
人1組で増強に取り組まれました。 

9 月のガバナー訪問のときに、すでに 7 名

入れておられました、１ヶ月前に会長さんか

ら連絡ありまして、「あれから 3 名入りまし

た。」と、目標を達成しましたとのことでした。

１週間前にまた連絡がありまた。「4 名入っ

て14名になりました。」と、そして「初代の

会長さんが戻ってこられて、15人増え31名

になりました。」とのことでした。 
入ってからも、2 週間に 1 回勉強会と親睦

会をやってますので大丈夫ですとのことです。 
何が言いたいかといいますと、彼らには達成

感があります。“為せば成る”という思いが強

まったのと、達成感による感動を感じておら

れると思います。地域社会から助けてほしい

となったときにそれをこなす、また次のプロ

ジェクトにつながると思います。これから田

辺はまゆうRCがどうなっていくのか見てや

ってほしいと思います。 
会員数ってものは、皆さんがどれくらいの

規模で活動するのか？どんな特色で行くのか

を考え、その上で実現するに当たって人が必

要なら増強すればいいと思います。皆さんで

考えてください。RI会長から年度始めに会員

数を増やしてほしいと指示がありましたが、

皆さんには伝えておりませんし、会長といえ

どもそのような権利はないと思います。各ク

ラブが決めることだと思います。地区に増強

委員会も作りませんでした。増強したいと思

って皆さんがそうすることが 1 番です。RI

卓話中の中島ガバナー(左)と椿本会長（右） 
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会長も、増強において本音は『ロータリーは

人作りの場であり、心を込めた他人の幸せの

ための奉仕活動を行う場』であり、それに数

は関係ないとお思いの方であります。ただ

120 万人の組織のリーダとしては、同士を増

やしすみよい世界をつくることを望んでおら

れます。 
ロータリー財団への支援を、ガバナーを通

じてお伝えしてほしいとおっしゃってます。

ロータリー財団への支援とは、寄付ではなく

国際奉仕をやりやすくするために、財団を

我々が作ったとプログラムも生み出している

ロータリアンがそれを生かして使うのも使わ

ないのもみなさんの自由であります。それを

再認識してほしいとのことです。当地区は寄

付金も多いので、たくさんの学生を毎年送り

出したり受け入れたりしています。彼らが 1
年間でどれだけ成長しているかをご覧になる

と、大変有意義なプログラムであるか解かる

と思います。私は幸いにも選考のときからか

かわって、帰国報告までを聞かせてもらって

ますが、本当に毎年感動させられます。すご

い成長振りであります。これは皆さんがたに

感じていただきたいと思います。 
GSEというプログラムもございまして、今

年はブラジルからチームが参ります、昨年度

はチームを送ったのであります。皆さんにも

受け入れのお願いをするかもわかりませんが、 
来ましたら4人の学生と1人の会員の面倒を

見てやってください。5 週間の派遣でござい

ますが、すごく成長いたします。機会があれ

ばご協力お願いします。 
ただ、米山・財団も時代に合わせて価値を

高めていかなくてはと思います。R財団のセ

ンタープログラムというのがあります、平和

奨学生に奨学金を送っております。１年間に

70 名の学生を世界から選び、センターで 2
年間勉してもらってます。平和を維持する学

問をしてもらうことになっておるわけですが、

4 年目ですが７０％が先進国の学生で３０％

だけが発展途上国の学生です。割合を反対に

しなければいけないと、地区から提案を致し

ましてその案が通りました。 
しかし勉強内容を見ますと、平和維持の内

容にはなっていないと思います。平和公証人

を作る勉強をさせています、そうではなく、

極貧を解消する勉強をしてもらうことが必要

であります。たとえば、農業生産性を上げる

にはどうすれば良いか、貧乏を減らすための

いろんな方法を教えることが必要であります。

それを学ばせ、国に帰って同じ年代の人に呼

びかけて、国を極貧から救う努力を教えるこ

とが我々の役目である。 
米山でも同じです。かつては有意義な制度

であった、韓国、台湾、中国などかつて日本

が迷惑をかけた国の困った家庭の人に勉強の

機会を与えたシステムであった。いまでは、

その国々がリッチになり、これからは変えて

いかなければ皆さんからもお金をいただけな

くなると思います。もっと貧乏な国に奨学金

を与えるようにしなければいけないと思いま

す。 
国際奉仕を進める上で必要な制度であるの

で、時代に合わせた努力が必要であります。 
是非この地区からみんなの声を上げていただ

き変えていかねばと思います。 
ご清聴感謝いたします、ありがとうございま

した。 
 
 

（ニコニコ報告） 
・藤井寺しゅらＲＣ様のガバナー公式訪問に

出席させていただきました 

          ガバナー補佐 稗田成三 

・ガバナー公式訪問ありがとうございます 

               椿本 雅宥 

・ガバナー 本日はありがとうございます 

          井関 功、岡田 一樹 

杉江 徳久、浦山 正太郎 

・ガバナー公式訪問に、中島ガバナー・稗田

ガバナー補佐の来訪ありがとうございます 

                細木 博 

・中島ガバナー・稗田ガバナー補佐ご苦労さ

んです。 

中川さんピアノありがとう！ 

              久志本 東 

・商売繁盛 

               久松 靖生 

      （各会員） 
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ガ バ ナ ー 公 式 訪 問   
日 時：2004年11月18日(木)  

場 所：例会場にて 

RI 2640地区 中島治一郎ガバナー(中央右)、稗田成三ガバナー補佐(中央左)をお迎えして 


